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流域治水プロジェクト(流域治水協議会 県３協議会) R3~

河川対策の検討
河川整備、ダム建設など 下水道、流出抑制、土地利

用・住まい方の工夫、浸水拡
大抑制、利水ダムの活用など

流域対策の検討

避難・水防対策
避難計画、防災教育、水位情報の強化、水防体制の充実など

ハード対策

○ 水防災意識社会の実現に向け、中小河川の大規模水害に対し、「迅速な避難行動」、「地域
経済への影響最小化」を目指し、各取り組みを推進してきた。
○ 今期5ヵ年（R4~R８）の取り組みでは、「今期で完了した取組み」や「ハード対策」を除き
水防体制の充実などの避難・水防対策を、引き続き取り組む。
〇「ハード対策」については令和４年度以降「流域治水プロジェクト」において引き続き取り組む。
〇「流域治水プロジェクト」のあらゆる関係者と情報共有するなど、密接に連携し防災・減災の
取組を継続的に推進していく。

「減災対策協議会」の展開について

今期5ヵ年（R4~R8）水防災意識社会の再構築
大規模氾濫減災協議会 （県３協議会）

避難計画、防災教育、水位情報の強化、水防体制の充実など避難・水防対策

水 防 法 流域に関する対策

R４以降 減災対策協議会

前期5ヵ年（H29~R3）水防災意識社会の再構築
大規模氾濫減災協議会 （県３協議会）

災害時の被害最小化に向けた施設整備の取り組み



過去の水災害からみた特徴と課題

中部地区の概要と主な課題

中小河川の上流部では河床勾配が急であり、流域面積も
小さいため、降雨のピークから流出までの時間が短く、
急激な水位上昇を引き起こす場合がある。

臼杵川（温井川、小河内川）、熊崎川、末広川、海添川
下流部は、人口及び資産が集中する臼杵市街地が位置し
ており、また、市役所や土木事務所、小中学校や病院等
の要配慮者利用施設が多数あり、大規模な氾濫が発生す
れば、相当な浸水被害が生じるおそれがある。



過去の水災害からみた特徴と課題

津久見川（彦の内川）下流部は、人口及び資産が集中す
る津久見市街部が位置しており、大規模な氾濫が発生す
れば、相当な浸水被害が生じるおそれがある。また、内
水被害が頻繁に発生している。
平成２９年９月の台風第１８号による洪水で、甚大な浸
水被害が発生した。

臼杵市、津久見市ともに大規模氾濫時には国道や県道
の冠水、日豊本線への影響等も懸念される。

近年、気候変動により、豪雨が激甚化・頻発化してお
り洪水に対する防災力の向上が求められる。



【今期５ヵ年】減災のための目標

■５年間で達成すべき目標

①確実な避難行動につなげる水防災意識醸成のための取組（防災教育・
避難訓練・水防活動）

②急激な水位上昇に対する迅速な避難行動のための正確でわかりやすい
情報提供に関する取組

大分県中部地区における中小河川の大規模水害に対
し、「防災力の向上」を目指す

■上記目標達成に向けた取組

※大規模水害とは、「想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水氾濫による被害
※防災力の向上とは、「水害に強い街づくりと防災意識の高い自主防災組織の構築」



中部地区大規模氾濫に関する減災対策協議会
「次期５ヵ年の取組内容」（R4～R8）

市 県 気 (国)
１）確実な避難行動につなげる水防災意識醸成のための取組（防災教育・避難訓練・水防活動）
水防災啓発、防災教育等に関する取組

①各地区における防災講習会や説明会の普及と推進 引き続き実施 ○

②県教育庁、市教育委員会と連携した防災教育の推進 引き続き実施 ○ ○ (○) (○)

③自主防災組織の設立や地域防災リーダーの育成を支援 引き続き実施 〇

④ホームページや市報等を活用したわかりやすい防災情報の提供や関係機関と連携した
出前講座やワークショップなど普及啓発活動の実施

引き続き実施
○ ○ ○

避難訓練、水防活動に関する取組
⑤水防活動時における連絡体制の再確認と伝達訓練の実施 引き続き実施 ○ ○

⑦地域単位での実践的な防災訓練や避難訓練の実施と支援 引き続き実施 ○

⑧要配慮者利用施設における避難体制構築への支援 引き続き実施 ○ ○ ○ (○)

⑨より実践的な水防活動演習の実施 引き続き実施 ○

２）急激な水位上昇に対する迅速な避難行動のための正確でわかりやすい情報提供に関する取組
洪水時における河川管理者等から自治体等への情報提供に関する取組

①水位情報周知河川以外の中小河川に対し、水位の変化を把握するために、危機管理型
水位計や簡易型河川監視カメラの設置に関する検討

R4より順次検討
○

②水防警報発令にかかわる処理を効率化・迅速化させる取組の検討 R4より順次検討 ○

③氾濫危険水位等、基準水位の見直しによる、避難情報の発令判断及び確実な住民避難
に資する運用

引き続き実施
○

④避難情報発令判断支援班の体制強化、改善についての検討（市町への情報提供・助言
の的確さ、わかりやすさ）

引き続き実施
○ ○

目標時期
取組機関

概ね５年で実施する取組

⑥水害リスク箇所を踏まえた堤防点検、防災パトロール等の実施と情報共有 引き続き実施 ○

「今期５ヶ年の取組内容」（R4～R8）



市 県 気 (国)
洪水時における自治体や河川管理者等から住民への情報提供に関する取組

⑤危機管理型水位計や簡易型河川監視カメラ等を用いた簡易な方法での情報提供につい
て検討

R4より順次検討
○

⑥各種イベントや講習会を通じた、県ホームページや県民安全・安心メール、ＳＮＳ、
防災アプリ等、防災情報入手方法に関する普及活動の推進

引き続き実施
○ ○ ○

⑦水位情報等の防災情報の意味や水害リスクに関する広報資料の作成 引き続き実施 ○ ○ ○
⑧氾濫危険水位等、基準水位の見直しによる、避難情報の発令判断及び確実な住民避難
に資する運用【再掲】

引き続き実施
○

平常時からの災害リスク情報や避難場所・避難経路等の情報提供に関する取組

⑨中小河川において想定しうる最大規模の降雨による洪水浸水想定区域図の作成・公表 R4より順次検討 ○
⑩中小河川において想定しうる最大規模の降雨による洪水浸水想定区域図をもとにした
洪水ハザードマップの作成・配布

R4より順次実施
○

⑪ハザードマップを活用した防災情報に関する研修や自主防災組織との意見交換及び避
難訓練の実施

引き続き実施
○

⑫浸水実績を利用した情報提供方法について検討 引き続き実施 ○ ○

避難勧告等の的確な発令に関する取組

⑬避難情報発令判断支援班の体制強化、改善についての検討（市町への情報提供・助言
の的確さ、わかりやすさ）【再掲】 引き続き検証 ○ ○

⑭県管理河川に係る避難勧告等の発令に着目したタイムラインの実災害、訓練等におけ
る検証 引き続き検証 ○ ○ ○ (〇)

⑮水防警報発令にかかわる処理を効率化・迅速化させる取組の検討 R4より順次検討 ○
⑯地域防災計画に避難情報の発令時期や対象範囲等の記載 引き続き実施 ○

目標時期
取組機関

概ね５年で実施する取組



中部地区大規模氾濫に関する減災対策協議会
★：実施済取り組みが完了したもの（毎年の継続実施含む）

●：実施中実現に向けて取り組み中のもの（当該年度に取り組み予定のもの含む）

○：検討中実現に向けて検討中のもの（未始動のもの）　必要に応じて対応するもの
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１）確実な避難行動につなげる水防災意識醸成のための取組（防災教育・避難訓練・水防活動）

水防災啓発、防災教育等に関する取組

①各地区における防災講習会や説明会の普及と推進 引き続き実施
○ ● ★ － － ● ★ － －

・出水期前に各地区の防災訓練・防災研修会等で啓発実施【臼杵市】
・各地区における出前講座の実施【津久見市】

②県教育庁、市教育委員会と連携した防災教育の推進 引き続き実施

○ ○ (○) (○) ★ ★ ○ ★ － ★ ★ ○ ★ ●

・防災アドバイザーの派遣等【県防災】
・小中学生の避難訓練・防災教育の実施【臼杵市・津久見市】
・小学生を対象に防災教室の実施【県土木】
・大分県防災士養成研修（県立学校教職員対象）【気象台】

③自主防災組織の設立や地域防災リーダーの育成を支援 引き続き実施

〇 ★ ★ － － ★ ★ － －
・市内各中学２年生（５校）を対象とした「ジュニア防災リーダー養成研修」の実施【臼杵市】
・各地区から防災士（特に女性防災士）養成・育成事業の実施【臼杵市】
・市内全区において自主防災組織設立済、各地域１人以上の防災士養成・育成事業の実施【津久見市】

④ホームページや市報等を活用したわかりやすい防災情報の提供や関係機関と
連携した出前講座やワークショップなど普及啓発活動の実施

引き続き実施

○ ○ ○ ★ ★ ★ － － ★ ★ ★ － ●

・ホームページやおおいた防災アプリ等で防災情報の提供【県防災】
・ホームページやLINE等で防災情報の提供、市内小中学校や防災士会等の研修会に講師派遣【臼杵市】
・市のホームページとリンクしたLINE等の活用、各地区における出前講座の実施【津久見市】
・防災士養成研修への講師派遣【気象台】

避難訓練、水防活動に関する取組

⑤水防活動時における連絡体制の再確認と伝達訓練の実施 引き続き実施
○ ○ ○ ○ ★ － ○ ○ ★ －

・市単独では未実施。県の伝達訓練に参加【臼杵市】
・水期前に水防対応演習を実施【県土木】

⑦地域単位での実践的な防災訓練や避難訓練の実施と支援 引き続き実施

○ ★ ★ ● － － ★ ★ ● － －
・Ｒ3より避難させ隊を実施【県防災】
・各地域が主体となって実施する避難訓練の支援【臼杵市】
・年1回以上の避難訓練等の実施【津久見市】

⑧要配慮者利用施設における避難体制構築への支援 引き続き実施

○ ○ ○ (○) ★ ★ ● － － ★ ★ ● － ●

・Ｒ3より高齢者施設訓練支援を実施【県防災】
・福祉部局と連携による福祉施設等の避難訓練等の支援【臼杵市】
・年1回以上の避難訓練等の実施【津久見市】
・福祉避難所の設置・運営に関する実務研修会参加【気象台】

⑨より実践的な水防活動演習の実施 引き続き実施 ○ ○ ○ － ○ ○ － － ・防災パトロールによる危険個所の点検【臼杵市】

２）急激な水位上昇に対する迅速な避難行動のための正確でわかりやすい情報提供に関する取組

洪水時における河川管理者等から自治体等への情報提供に関する取組

①水位情報周知河川以外の中小河川に対し、水位の変化を把握するために、危
機管理型水位計や簡易型河川監視カメラの設置に関する検討

R4より順次実施 ○ － － ● － － － ★ － ・市に対して河川監視カメラ等の設置に関する支援を実施【県河川】

②水防警報発令にかかわる処理を効率化・迅速化させる取組の検討 R4より検討 ○ － － ★ － － － ★ － ・水防警報発令システムをR5より運用開始【県土木】

③氾濫危険水位等、基準水位の見直しによる、避難情報の発令判断及び確実な
住民避難に資する運用

引き続き実施 ○ － － ○ － － － ○ －

④避難情報発令判断支援班の体制強化、改善についての検討（市町への情報提
供・助言の的確さ、わかりやすさ）

引き続き実施 ○ － － ● － － － － ● － － ・高齢者等避難などが適切なタイミングで発令されていない際に市町村へ助言【県防災】

洪水時における自治体や河川管理者等から住民への情報提供に関する取組

⑤危機管理型水位計や簡易型河川監視カメラ等を用いた簡易な方法での情報提
供について検討

R4より順次実施 ○ － － ● － － － ● －
・市に対して河川監視カメラ等の設置に関する支援を実施【県土木】
・R6年度より避難判断水位を設置している水位周知河川に量水標を設置【県土木】

⑥各種イベントや講習会を通じた、県ホームページや県民安全・安心メール、
ＳＮＳ、防災アプリ等、防災情報入手方法に関する普及活動の推進

引き続き実施
○ ○ ○ ○ ○ ★ － ● ○ ○ ★ － ●

・防災士養成講座や講演会、地域の学習会への防災アドバイザー派遣などにより普及啓発を実施【県防災】
・市の主催する総合防災訓練時において市民に対して実施【臼杵市】
・水防災フェスin大分参加、防災・お天気フェア開催【気象台】

⑦水位情報等の防災情報の意味や水害リスクに関する広報資料の作成 引き続き実施
○ ○ ○ ○ ○ ★ － ★ ○ ○ ★ － ★

・県民安全・安心メールで河川水位情報を配信【県防災】
・気象庁HPの水害リスクラインと洪水キキクルの統合表示【気象台】

⑧氾濫危険水位等、基準水位の見直しによる、避難情報の発令判断及び確実な
住民避難に資する運用【再掲】

引き続き実施 ○ － － ○ － － － ○ －

平常時からの災害リスク情報や避難場所・避難経路等の情報提供に関する取組

⑨中小河川において想定しうる最大規模の降雨による洪水浸水想定区域図の作
成・公表

R4より実施 ○ － － ● － － － ● － ・中小河川において洪水浸水想定区域図を作成中【県河川】

⑩中小河川において想定しうる最大規模の降雨による洪水浸水想定区域図をも
とにした洪水ハザードマップの作成・配布

R4より実施 ○ ○ ○ － － ● ★ － －
・中小河川を追加した洪水ハザードマップを作成・配布予定【臼杵市】
・中小河川を追加した洪水ハザードマップを作成・配布予定【津久見市】

⑪ハザードマップを活用した防災情報に関する研修や自主防災組織との意見交
換及び避難訓練の実施

引き続き実施
○ ● ★ ● － － ● ★ ● － －

・R3より避難させ隊を実施【県防災】
・各地区が主体となって実施する避難訓練に参加し、防災研修や意見交換等の実施【臼杵市】
・年1回以上の避難訓練等の実施【津久見市】

⑫浸水実績を利用した情報提供方法について検討 引き続き実施 ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ － －

避難勧告等の的確な発令に関する取組

⑬避難情報発令判断支援班の体制強化、改善についての検討（市町への情報提
供・助言の的確さ、わかりやすさ）【再掲】

引き続き検証 ○ ○ ○ － ● － － － － ● － － ・高齢者等避難などが適切なタイミングで発令されていない際に市町村へ助言【県防災】

⑭県管理河川に係る避難勧告等の発令に着目したタイムラインの実災害、訓練
等における検証

引き続き検証 ○ ○ ○ (〇) ○ ○ － － ○ ○ － ● ・大分県個別避難計画策定に向けた研修会参加【気象台】

⑮水防警報発令にかかわる処理を効率化・迅速化させる取組の検討 R4より順次検討 ○ － － ★ － － － ★ － ・水防警報発令システムをR5より運用開始【県土木】

⑯地域防災計画に避難情報の発令時期や対象範囲等の記載 引き続き実施 ○ ★ ★ － － ★ ★ － －
・地域防災計画に避難情報の発令時期や対象範囲等の記載済【臼杵市】
・地域防災計画に避難情報の発令時期や対象範囲等の記載済【津久見市】

「今期５ヵ年の取組内容」（R4～R8）

主な取組内容

　　　　　　　取組年度
R6 R7

目標時期

取組機関

現状の取組状況

⑥水害リスク箇所を踏まえた堤防点検、防災パトロール等の実施と情報共有 引き続き実施 ○ ★ ★－ － － － ・出水期前に堤防点検【県土木】－ －


